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在宅や施設でのWOCNのストーマ保有者への係り

在宅における介護サービス担当者によるストーマ装具交換の取り組み

けやき通り訪問看護ステーション

清野美砂

2024/2/9
第41回日本ストーマ・排泄リハビリテーション学会総会
教育セミナー「高齢者のストーマ支援を考える！ Part２

COI開示：今回の発表に関して、

開示すべきCOIはありません

倫理的配慮：事例の取り扱いに際し、文書で説明･
同意に基づき使用し、個人が特定されないよう配
慮しています
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オストメイトが生活上で抱えている問題や悩み事
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老齢化でストーマ管理ができなくなる

災害時のストーマ装具の補給や自己管理

ストーマ周囲皮膚のただれや痒み

ストーマの便や（尿）や臭いの漏れ

病気の再発再燃転移

ストーマのために普段の活動や外出に支障

金銭的負担が大きく経済的に不安

ストーマケアに時間がかかりすぎる

相談できる人が身近にない

性機能の低下や不全

漫然とした不安、うつ、イライラ、人との…

家庭内や職場での引け目

ストーマに触れることに抵抗を感じる

全くない

日本オストミー協会（2022）オストメイトの生活と福祉 第１部 第９回オストメイト生活実態基本調査報告書.P12 表20 生活上で抱えている問題や悩み事

老齢化でストーマ管理ができなくなる

日々の生活への影響
よりも、老後の管理

に不安がある

ストーマ装具交換は誰がやっている
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日本オストミー協会（2022）オストメイトの生活と福祉 第１部 第９回オストメイト生活実態基本調査報告書. Ｐ6表8装具交換：年齢分布別

高齢になると自分以外で交換者が増加

セルフケアが出来なくなった時の対応
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日本オストミー協会（2022）オストメイトの生活と福祉 第１部 第９回オストメイト生活実態基本調査報告書. P９ 表11セルフケアが出来なくなった時の対応 

どのような情報や社会資源があれば、
対応を考え決めることができるのか？
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将来、排せつ等の介護が必要な状態になると考えた時の不安点
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「家族に肉体的・ 精神的負担をかけること」

「身体の自由がきかなくなること」

「介護に要する経済的負担が大きいこと」

「特に理由はないが、漠然と不安を感 じる」

「人生の楽しみが感じられなくなること」

「費用が高いため、希望する介 護施設等に入れ

ないこと」

「特に不安なことはない」
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令和４年 高齢者の健康に関する調査結果（全体版）内閣府https://www8.cao.go.jp/kourei/ishiki/r04/zentai/pdf_index.html

家族に頼まざる
を得ない遠慮

将来、排せつ等の介護が必要な状態になった時、誰に介護を頼みたいか
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介護に伴う
ストレスや葛藤を
緩和できる可能性

令和４年 高齢者の健康に関する調査結果（全体版）内閣府https://www8.cao.go.jp/kourei/ishiki/r04/zentai/pdf_index.html
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話し合うきっかけがなかったから。

知識がない為、何を話し合って良いかわからない為。

話し合う必要性を感じていないから

話し合いたくないから

その他

無回答

知識がないため、何を話しあって良い
かわからない為

医療者は、話し合い
が進むようなかかわ
りが求められる

人生の最終段階における医療ケアに関する意識調査 （令和5年12月公表）厚生労働省https://www.mhlw.go.jp/content/12601000/001103155.pdf

話し合うきっかけがなかったから

家族や医療介護従事者と医療・ケアについて
話し合ったことがないという回答者（68.6％）の理由
人生会議を進めることについて、
「賛成である」と回答した割合
一般国民  (57.3%)
医師 (76.1%)
 看護師    (87.0%)
介護支援専門員 (81.8%)

もし、家族等や医療・介護従事者と医療・ケアについて
話し合うきっかけがあるとすると、どのような出来事か？
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医療者のかかわりが
期待がされている

人生の最終段階における医療ケアに関する意識調査 （令和5年12月公表）厚生労働省https://www.mhlw.go.jp/content/12601000/001103155.pdf

医療介護従事者による説明や相談の機会を得たとき

訪問看護ステーションの看護内容
（令和元年９月介護サービス施設・事業所調査）
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令和元年９月介護サービス施設・事業所調査第２０表訪問看護ステーションの利用者数，９月中の看護内容（複数回答）、要介護（支援）度－適用法別
https://www.e-stat.go.jp/

訪問看護で服薬管理が多く、
ストーマケア提供の機会が少ない

訪問看護利用者の日常生活自立度別認知症数
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自立度が高い認知症の方が多い

令和元年９月介護サービス施設・事業所調査第15訪問看護ステーションの利用者数，適用法、日常生
活自立度（寝たきり度）、日常生活自立度（認知症の状況）別 https://www.e-stat.go.jp/
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訪問看護ステーションの看護内容（ 抜粋 人工肛門・人工膀胱の管理）
（令和元年９月介護サービス施設・事業所調査抜粋）

607

2584 2732

5410

2800

2059

1386

181 90

7151

0

1000

2000

3000

4000

5000

6000

7000

8000

令和元年９月介護サービス施設・事業所調査第２０表訪問看護ステーションの利用者数，９月中の看護内容（複数回答）、要介護（支援）度－適用法別
https://www.e-stat.go.jp/

介護度が軽い方の割合が多い

※定期巡回・随時対応型訪問介護看護との連携※

ストーマケアに影響する
手段的日常生活動作

（IADL）低下の可能性

介護士によるストーマ装具交換介入のタイミング
（高齢夫婦3事例から）

ストーマケアに影響する手段的日常生活動作・日常生活動作の低下

•癌治療、腰痛症等の身体疾患によるストーマ管理困難（C氏）

ストーマ装具交換以外の介護や精神的支援を必要とする状態

•認知症ケア・精神的ケアや家族ケア、在宅生活限界の回避（D氏）

高齢夫婦の力で排泄ケアを含む介護を担い、生活をすることを希望

•子供に迷惑かけたくない、高齢夫婦の人生統合期への思いの尊重（E氏）

期待する効果：オストメイトと家族の生活の質の向上

ストーマケアの継続性を目的に
ヘルパーとの連携上の留意していること

医師、ケアマネ、WOC、訪問看護師に報告が必要な内容

•ストーマや心身の変化

•ストーマケア提供時の困りごと

•水分量や食事量の変化、 身体変化、生活の様子

訪問介護の場面で観察できる内容

•精神状態、身体変化・生活様子

•清掃時：室内・衣類の汚染の有無

•調理時：食事への関心

ストーマ管理への影響を予測に生活場面の情報が有用

ヘルパーさんの力
が必要なんです！

ストーマケアの継続性を目的に
ケアマネジャーとの連携上で留意していること

ストーマケアに
必要な心身機能と動作

高齢オストメイトに
予測される問題

•身体的問題（自己管理困難、円
背等の体形変化、ストーマ晩期
合併症ヘルニア、腸脱出）

•心理・社会的問題（無力感、閉
じこもり、ストーマ管理意欲低
下、ケア負担に伴う家族機能変
化）

ケアプラン作成時のアセスメントの基礎となる
加齢によるストーマ管理への影響の全体像説明

•視力、手指筋力・巧緻性

•日常生活動作、IADL

ケアマネさんの力が
必要なんです！

•ｽﾄｰﾏに関連する社会福祉制度
ｽﾄｰﾏｹｱ・管理に関

する制度

•ｽﾄー ﾏ保有者の全体像と社会背景の影響
ｽﾄー ﾏに関連する課題

と社会背景の影響

•ｽﾄｰﾏ保有者がより良い毎日送る
ための健康課題の予測と対処

ｽﾄー ﾏ保有者の生活を
揺るがす健康課題

ケアマネージャーがケアプランに介護士のストーマ装具交換を
計画する上で必要な知識とアセスメント力

ストーマ保有者は生活するうえで
管理・ケアに苦慮しても口に出しにくい

知
識

アセスメント力を高めるには、、。そうだ、体験しよう！

研修内容：ストーマケア学習と装具装着体験

ｽﾄｰﾏ保有者の

心理面を推察

加齢による
装具交換手技

の難しさ実感

生活動作への
影響と精神面
のｱｾｽﾒﾝﾄの

必要性を実感

ケアマネジャーとしてストーマケアに
関連したケアプラン作成の必要性を実感

ストーマケアに特化した研修の効果
研修後ケアマネ・ヘルパーアンケートの結果から
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ヘルパーの装具交換をケアプラン導入までの取り組み

介護サービス担当者
のためのストーマケ

ア講習会

※JSSCR講習会

地域ケアマネ対象

ストーマケア

学習会開催

地域ケアマネ、

ヘルパー対象の

ストーマケア講習会
※JSSCR講習会

自事業所→他事業所ケア
マネに、ヘルパーのス
トーマ装具交換をケアプ
ランに入れてもらう

ヘルパー導入時に手
順書・評価表作成、

対象ｵｽﾄﾒｲﾄにﾍﾙﾊﾟｰに
よる装具交換2回実施

24時間訪問看護緊急
体制活用→現場で迷
うケア時に柔軟に対
応・継続的後方支援

• 仕組み作りに向けて当事業所ケアマネ業務を活用し在宅サービス調整に踏み込む
• ストーマケアに関心があるケアマネ・ヘルパーを把握し、導入実績を積み上げる

介護サービス担当者によるストーマ装具交換
を推進するうえでの課題

• 誰がヘルパーによる装具交換の適用・開始指示者になるのか
→医師・WOC・ケアマネ・対象者の訪問看護ＳＴ？

• 適用後に対象者へのヘルパー実施の研修指導者や運用サポートは
→WOC退院後訪問指導or同行訪問指導、対象者の訪問看護ＳＴ？
• オストメイトとヘルパー双方に安心・安全担保の方法は
→緊急連絡体制、タイムリーな相談に医師・WOC・対象者の訪問看護ＳＴ？
• 適用後、実施のモニタリングと医療的な評価は誰がするのか
→医師・WOC・対象者の訪問看護ＳＴ？
• ストーマ保有者の全体的なマネジメントを誰がするのか
→医師・WOC・ケアマネ・対象者の訪問看護ＳＴ？

在宅ストーマケアの社会化に向けて
新たな役割分担と役割移譲による多職種連携・協働が必要
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